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カウントダウンPLANET-C —紫外イメージャ現状報告—

Countdown for PLANET-C Venus orbiter: Report of the Ultraviolet Imager Development
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宇宙航空研究開発機構が 2010年夏の打ち上げを計画している Venus Climate Orbiter (VCO)は, 5つのカメラを搭載し,
異なる波長帯で金星撮象を連続的に行う. 各波長の観測データを有機的に組み合わせることで,昼夜の雲構造の相違や 3
次元的な大気運動を捉える.我々が開発している紫外イメージャー (UVI: Ultraviolet Imager)は 65～70km高度の下部成層
圏に存在する上層雲中に存在する SO2 (フィルタ中心波長 283nm)および未同定物質 (フィルタ中心波長 365nm)の吸収に
よる太陽散乱光から雲水平運動を捉える. 2次元 CCDを用いてこれまでにない高空間分解能で雲撮像を一定時間間隔で
連続的に長期期間行う計画である.これにより,上層雲の大規模構造からメソスケール構造までの生成・消滅や,雲運動の
追跡から，これまで示唆されて来た子午面循環の風速を捉え,金星大気力学の謎に迫る.

打ち上げをあと一年に控え, UVI の開発は最終段階に入っている.フライトモデル (FM)の作成を終え,各機器との接続
試験,環境試験を順調にクリアし,最終的な性能評価試験を行っているところである. 本発表では,前回発表後の進捗状況
と,現在行っている試験の報告と,最終的な UVI の性能をサマリーするとともに, Venus Express VMC紫外データから得
られた見地をもとに, UVI が行うべき観測について議論する.


